
 

 

 

 

 

 

小学校外国語活動、外国語科のスタートに向けて 

教育センター 指導主事 小林 貴英 

2020 年に海外から多くの人が日本にやってきます。もしかしたら、外国の人があなたに対して日本

の素晴らしいところや日本の独特なものについて教えてほしいという機会があるかもしれません。みな

さんは英語を使って何を紹介しますか。・・・例えば相撲について語ることはできるでしょうか。月の

模様がウサギに見えること、多くの日本人が桜を愛でることは日本独特のものです。うまく伝えること

ができれば、相手はきっと喜んでくれることと思います。また、折り鶴は外国の方に喜ばれるそうです。

あやとりやけん玉ができる人は、一緒に楽しい時間を過ごせるかもしれません。英語力とともに日本語

力もあげておきたいものです。 

さて、新学習指導要領実施に向けた移行期間（平成 30・31 年度）で使用される外国語科（５・６

年生）の教材“We Can!”が９月に文部科学省から発表されました。市教委からの連絡を受け、各校で

はデータをダウンロードされたことと思います。その中には、英語を通して日本に目を向ける題材もい

くつかあります。ぜひ一度、ページをめくってみてください。日本再発見ができるかもしれません。な

お、外国語活動（３・４年生）の教材は、12 月に提示される予定です。 

夏休み以降、いくつかの学校や学園で外国語について話をする機会をいただきました。市内小学校で

は、先生方の英語力や授業力の向上を目指して、研修が盛んになってきています。４月のスタートに向

けて一歩ずつ歩みを進めていただいていることに感謝申し上げます。 

中学校英語科においても準備が必要です。なぜなら、小学校から中学校へ学びを発展させることが求

められているからです。これまでの指導法や教材の変更は必要不可欠です。まずは、次のことを実施し

てはいかがでしょうか。①自学園の小学校の授業を参観すること ②移行期間中の小学校用教材に目を

通し、外国語活動、外国語科において子どもたちが何を学び、どんな言語活動をしてきているのかを把

握すること ③小中学校教員が授業のあり方や目指す子ども像について語り合うこと 

小中学校の学びをうまくつなげることができるように、そして来年４月のスタートがスムーズにいく

ように、各学校、各学園、教育委員会が協力して歩みを進めていきたいと思います。
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三条市の子どもたちの科学への興味・関心や探 

究心を高めるため、科学教育推進事業を行ってい 

ます。様々な事業を行っていますが、小学校５、 

６年生の希望者を対象とした「子どもの科学教室」 

の様子について紹介します。 

「子どもの科学教室」には、物理、生物、地学、 

化学、星空の５つの教室があります。ぞれぞれの 

分野において、科学の魅力を子どもたちが感じる 

ことができる教室です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  この他にものづくりの楽しさを味わえる「科学・模型工作教室」（全 6 回）も行っています。 

毎回、市内の先生方からも支援スタッフとして参加いただいています。子どもたちと一緒に科

学の楽しさを学ぶよい機会となります。次年度以降も先生方の御参加をお待ちしています。  

物理教室 

科学教育推進事業 「子どもの科学教室」の紹介 

生物教室 

地学教室 

化学教室 

【参加した子どもたちの感想から】 

・とても楽しかったので、夢中になって工作や実験に取り組めました。家で、家族に今日やった

ことを話したいです。 

・重心のことや、どうして片足立ちができるのかとか、今まで一度も考えなかったので、今回考

えられてよかったです。 

・参加してほんとうによかったです。友達もできたし、いろいろ学べました。山の動植物につい

てたくさん体験して、知れてよかったです。 

・岩石をけずったり、いろいろな宝石を見つけたりして、とても楽しかったです。 

・方沸石がいっぱい取れました。石は同じ色の石でもかたさがちがうことが分かりました。 

・天の川のはるか上に立ちました。月と土星が見えました。ふだん見ない星を見ることができて

おもしろかったです。雲があったけど、なかなか見えにくかった土星も見えてよかったです。 

・ミョウバンを大きくする実験や、岩塩をくだく実験が面白くて、一番好きです。その他にも、

色が変わったり、“もの”を取り出したりする実験も面白かったです。 

星空教室 



幼稚園教育要領の改訂と保幼小の連携について 

小中一貫教育推進課 統括指導主事 本多 真人 

平成 30 年 4 月より新しい幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育
指針（以下幼稚園教育要領等）による幼児教育が実施される。幼稚園教育要領は、小学校、中学校と
同様に中教審答申を踏まえ、「幼稚園教育において育みたい資質能力の明確化」「小学校教育との円滑
な接続」「現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直し」を改訂の基本方針とし、初めて「前文」を記
載するとともに、総則の抜本的改善を行った。「前文」には「教育基本法に規定する教育の目的や目標
の明記とこれからの学校に求められること」「『社会に開かれた教育課程』の実現を目指すこと」「幼稚
園教育要領を踏まえた創意工夫に基づく教育活動の充実」が示されている。これは幼稚園を学校とし
て改めて整理（「幼稚園＝学校」の再確認）し、保幼・小・中・高が連携して子どもの生きる力を育ん
でいく意思を表したものである。以下、幼稚園教育要領の総則を中心に、改訂の概要を述べる。 

１  幼稚園教育の基本 
幼児教育は環境を通して行う教育が基本である。環境とは物的環境だけではなく、教師や他の幼

児を含めたその子の身の回りの環境（ひと、もの、こと）全てを指す。幼児は遊びを介して身近な
環境に主体的に関わり、試行錯誤したり感性を働かせて考えたりしながら、自分と環境との関わり
方や意味、ものごとの関係性についてその子らしく納得する。幼稚園においては、このような学び
方（幼児期の教育における見方・考え方）を生かし、よりよい教育環境を創造して教育の充実を図
ることが求められる。 

２ 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 
(1) 幼稚園教育において育みたい資質・能力 

幼稚園教育の目標は生きる力の基礎の育成である。園の教育活動全体、遊びを通した総合的な
指導の中で、「知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」「学びに向かう力、人間
性等」の３つの資質・能力を一体的に育んでいく。「知識及び技能の基礎」は、例えば、固い泥団
子を作るには、どこの土にどの程度の水を混ぜ、どうやって丸めるとよいのかを体験を通じて分
かることである。また、「思考力、判断力、表現力等の基礎」は、例えば、雨どいを連結して水路
を作る際、どんな角度で雨どいを連結させると、水がスムーズに流れるかを工夫することである。
そして、これらの知識・技能、気付きを活用し、生活をよりよくしていくことが「学びに向かう
力、人間性等」となる。 

(2) 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 
幼稚園教育要領等には、右図のとおり「幼児期の終わりまで

に育って欲しい姿」が記載された。これは３・４歳児において
ふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより 5歳児後半に見
られるようになる姿である。子供の成長を捉える観点、保幼小
で子供個々の状況について共通理解を図る際の観点として活用
していく。 

なお、この 10 の姿は個別に取り出して指導するものではな
い。また、決して「できるようにしなければならない」といっ
た到達目標でもない。例えば、幼稚園等では数量・図形、文字
について一斉指導で教えることはしない。遊びや生活の中で文字や数量、図形に接し、親しむ姿
を捉え、個々の興味・関心の程度や必要感に応じ、その役割や特徴が分かるように支えていく。
「できる・できない」の評価は実態にそぐわないのである。このことから「数量・図形、文字等
への関心・感覚」は、ひらがなの読み書きなど、文字や数字について単に正確な知識を獲得する
ことを意味するものではないことや、10 の姿の到達度をもって保幼小が引継ぎをすることは適
切でないことが理解できよう。 

３ 教育課程の役割と編成等 
ここでは幼児教育と小学校教育との接続について述べられている（このことは小学校学習指導要

領にも記載）。前述の 10 の姿による子供の共通理解をもとに、小学校でのスタートカリキュラム
を活用し、幼児教育で育んだことを小学校教育の教科の学びにつないでいく。幼稚園での自由遊び
は問題解決の連続、つまり「遊び＝問題解決的な学び」である。この学びの経験、そして、生活科
を中心とした合科的な指導と年間標準授業時数が 34 週（他学年より 1 週間少ないこと）を活用し
て円滑な接続を図り、子供の発達と学びの連続性を確保するのである。 

保幼・小・中・高が相互に連携して、子供たちに自らの力で未来を切り拓く資質・能力を確実に育
むことが今回の教育要領、学習指導要領改訂のねらいである。私たち小・中学校教員は幼児教育から
教育のバトンを引き継ぐ者である。新教育課程に向かうこの機会に幼稚園教育要領の一読をお勧めす
る。 



～ 「プロフェッショナル」の語源って分かりますか？ あれは… ～ 

         三条市池田鑿製作所 四代目  竹村 徳和 様(湯沢町出身) 

◆「ただ表面だけを見て軽い気持ちでなろうという
人も結構いるんですよ。中には、『教えるのには月
謝を持ってこないとだめなんだよ。』なんていう話を
したら、『じゃ、2、300万円持ってくれば教えてく
れるか？』なんていう親もいました。そんなときは、
即断ることもありましたからね。かっこいいとこだけ
見てなろうなんていうのであればそれはもう全然
場違いで、大変だなという覚悟の上でやってみよ
うかというのであれば、じゃ、それでもやってうまく
やれるかもしらんという気持ちになるじゃないです
か。やはり受けるには、それなりの覚悟を決めてこ
っちも手を出すし、そういうことなんですよ。」と、
三代目師匠の池田義郎さん。 
 

■「三条金物の魅力」と言ったら「実際に稼動している」

というところですね。県外へ行っていろいろなところを見

ますけど、それは「後(あと)」なんですよ。遺跡としてし

か残ってないというか、「過去ここでそういう作業が行われ

ていました。」ということなんです。でも、三条は現在でも

やっています。現在も職人さんがいて、産業というか仕事

として生活の糧としてやっているというのは、これっては

っきり言ってほかないんですよ。「昔はやってました。炭鉱

跡でしたみたいに、炭鉱のフレーズとしてそういうふうな

町でしたみたいなところはありますが、今は実際に作業し

てない。」しかし、三条では現在でも手を動かせる人はいる。

ここが「三条金物の魅力」です。 

■ところで、「プロフェッショナル」の語源って分かりますか？あれは「何々の前で宣言をする・誓いを立

てる」という意味なんです。「プロ」は何々の前で、「フェッション」は「コンフェッション」だから、教

会で誓いを立てるということなんです。何の前で誓いを立てるかというと、神様の前なんですよ。神様に

対して誓いを立てちゃうと絶対嘘はつけないんですよ。(中略)社会的にどうであっても神様の前だけは絶

対正直っていうか、その務めを果たさなくちゃいけないというか。誓いを立てちゃったから後に引けない

んですけどね～。言い訳っていうか妥協ができなくなっちゃうんですよ。(中略)ですから、「プロ」ってそ

んなに安易に使っていい言葉じゃないと思うんですね…。自分はまだ、「伝統工芸士」という資格はないで

す。まぁ、あまり肩書きって意味ないんですよ、はっきり言って。普通の世の中だと、友達とか先輩とか

話してみてびっくりするのは、資格とって給料が上がる云々と言っているから、「えっ？そうなんだ。」み

たいな。実力なんでね。資格とか言われてもそれで給料が上がるわけじゃないですし。鍛冶屋さんで名前

は知られてないし肩書きもないけど、「名工」みたいな人はいっぱいいます。そうい

う人たちは世の中に知られることはないけど、大工さんとか鍛冶屋さんの中では評価

がありますしね。狭い世界ですけどね。 

■大事なことは、自分の得意なことを見付けるというかちゃんと分かって、それにリ

ソースを費やした方が結果もついてくるということです。それと一緒なんだけど、も

っと大切なのは、「自分が何ができないっていうか、どういう状

況になったら負けるか」というのはちゃんと分かっておいた方

がいいですね。得意不得意、苦手なことはあるだろうからそれ

はきっちり理解しておいて、その状況にならないように動いて

いくというか、そういう状況になりそうになったら逃げるとい

うか。それで私は、多少でも得意なこっち(鍛冶職人)に行こうと

決めたって感じですかね。今は、「勉強ばっかりというか、勉強

できなかったらほかないの？」みたいな感じなんですよね。そ

の「ほか」を誰も提示してくれないんですよ、世の中なかなか。

自分は運よくこういうのがあったからよかったんですけど…。

(後略) 

                           

技能だけでなく、常に高い倫理観を求められる「プロ」。伝統

技術の継承は、目先の利益だけを考えていては生まれません。

「顧客に喜んでもらい、世間の役に立ちたい」という気持ちが

あるからこそです。志と工夫、そして何よりも覚悟。そんな若

手の職人さんがいる三条市。子どもたちには、これから将来へ

の夢を達成する上で様々な問題、困難が立ちはだかることでし

ょう。努力に向かうたくましい姿を応援していきたいものです。 

先日、三条鍛冶道場に行ってみました。職人さんから指導を

受けている一人の若者の姿がありました。今年埼玉県から「鍛

冶職人」を志して三条市に来られたそうです。  

誓いをたてちゃった
から後に引けないん
ですけどね～。言い訳
というか妥協ができな
くなっちゃうんです！ 


